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［特集］ 女性だからこそ！？「人間らしく」働ける。 
一般社団法人 リベルタ学舎代表 / 兵庫県広報官 湯川カナさんからの寄稿～ 
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◆ 男女共同参画センターのご案内 

 高砂市男女共同参画センター  

情報誌 

ＣＯは英語で”共に“ ”対等“という意味。 

高砂市（Ｔ）男女共同参画センター情報誌を読んで、 

身の回りの「ジェンダー」を共に（ＣＯ）気づき、 

そして 

「自分らしさ」を大切にする気持ちを実感し、 

共に（ＣＯ）生き生きしたい 

・・・ という思いを込めて。 

ココットのいわれ 

 

（作 大西順子） 



       寄稿 女性だからこそ！？「人間らしく」働ける。 

湯川カナさんからあなたに贈るメッセージ 
 

▶実は、チャンスなのかもしれません。 

生きるって、いろいろありますよね。そして、出産、

育児、介護・・・誰かが誰かをサポートしなければな

らない時期も、私たちには必ずやってきます。だって、

人間は、そうやって、世代の異なるみんなが力を合わ

せて、この 20万年生きのびてきたのだから。 

・・・でも、そのために、私たち女性は今の社会のメ

インストリームからは外されてしまいがち。 

2018 年の国際調査によると、「ガラスの天井（女性の

社会進出を妨げる見えない壁）度」で、日本は OECD

加盟 29カ国のうち、28位でした。女性の 5割以上が、

出産によって離職をしなければならない。まだまだ、

これが現状です。でも、実は、チャンスなのかもしれ

ませんよ。 

 

▶ぜんぶ、やってみよう！ 

人生 100年時代。それはつまり、何度でもトライする

時間があるということ。しかも IT 技術の進歩で、家

事でも仕事でも、単純作業はどんどん機械がやってく

れるようになります。いま問われているのは、人間で

あり主役であるあなたは、何をしたいの？ということ。

いまは育児に専念する？それとも、ぐっと集中して働

く？あるいは、将来を見据えたチャレンジを始めてみ

ようかしら、畑とか、やってみたかった仕事とか、諦

めていた趣味とか。それに、お金にはならないけど、

どうしてもやりたい社会貢献もある・・・。 

うん！全部やってみたらいいよ。「100年時代」の生き

方を提唱して大ベストセラーになった『ライフ・シフ

ト』の著者は、このようにいくつかの活動を同時に行

っていくひとのことを、「ポートフォリオ・ワーカー」

と名付けました。株式の分散投資のように、社会や家

庭のなかで、いくつか異なる役割を果たしながら生き

ていくこと。人生は長し、トライせよ乙女！ 

 

▶まずはあなたが、ハッピーになる。 

そんなとき気になるのは、「お母さんが家にいないと、

こどもが淋しいのでは？」ということ。でもそれは、

親の思い込みかもしれないという調査結果が出ていま

す。日本にまだまだ根強い、「働く母親の罪悪感」。で

も、仕事に限らずどんなことでも、本人が罪悪感をも

ちながらやるから周囲が幸せになる・・・って、考え

たら、ないですよね。「ごめんね」と言いたいきもちを

ぐっとこらえて、「ありがとう！私、幸せだよ！」と笑

顔で言ってみる。ひょっとしたらそれだけで、自分も

まわりも、楽になるのかもしれません。人生、100 年

も続くのだもの。誰かのために、自分のことを諦めな

がら生きるのは、もうやめよう。これからは、自分を

幸せにして、まわりも幸せにしよう！自分のためだけ

でなく、家族みんなのために、そして次世代のために。

私たちがはじめて迎える、人生 100年時代、あなた自

身が、なっちゃいましょう！未知の明日を切り拓いて

いく、希望のロールモデルに。 

 

 

 

 

 

湯川 カナさん  Yahoo!JAPAN創設メンバーから、言葉もわからないスペインへ。十年

間フリーランスライターとして活動。帰国後、神戸に「生きる知恵と力を高める リベルタ

学舎」を創立。現在は企業と地域ファミリー向け共同企画も手がける。兵庫県広報官。 

 

＊平成 30年 11月 “高砂市女性活躍推進セミナー”開催にむけて寄稿されたものです。

 

湯川カナさんからのメッセージ 

 自分の幸せを諦めないで。 

 これからの AI 時代だからこそ、自分の名前で生きていこう。 

 you、やっちゃいなよ。 

 

 
特集  



ちょっとご参考までに！  

ヒト（ホモ・サピエンス）の起源とされる 20 万年まえ、寿命はごく短命でしたが、現在、日本の平均寿命は、

男性 81歳、女性 87歳です。そして、医療の進展と健康管理への理解が進み、平均寿命は延び続けると考えられて

います。国連の推計によると、2050 年までに、日本の 100 歳以上の人口は 100 万人を突破する見込みで、現在、

50歳未満の日本人は、100年以上生きる時代の到来により、健康に、より長い時間を過ごすかつてないチャンスを

手にしているそうです。これまで 20歳前後まで教育を受け、65歳ぐらいまで社会活動を行い、その後は引退して

余生を楽しむという、3 段階の人生を想定してきました。100 年時代となると、もっとたくさんの段階の人生があ

り、仕事・学び・遊びのバランスをとりつつ進むことで、その境目がなくなって若々しく柔軟な人生を歩めるよう

になることを勧められています。そして、「ポートフォリオ・ワーカー」とは、異なる種類の活動を同時に行う人で

あり、仕事や地域活動や趣味などに携わる、いろいろな自分を楽しむ人という意味を持ちます。 

  参考文献： 「ライフシフト 100年時代の人生戦略」リンダ・グラットン／アンドリュー・スコット 著 

 

 

平成 30年度女性活躍推進講演会 

『私らしく生きる』をあきらめない方法 ～これからの 50年のために 
 

    開催日： 平成３０年７月２１日（土） １３：３０～１５：００ 

    場 所： 高砂市文化保健センター 中ホール 

    講 師： 湯川 カナ さん （一般社団法人リベルタ学舎代表理事）
 

湯川カナさんを講師に迎え講演会を開催しました。Yahoo!JAPAN創設

メンバーとしての働き方エピソード、それに続くスペインでの経験を経

て、「私らしさ」の発見には、第三者や外からの基準ではなく、自分自身

のあり方、存在をまっすぐ見つめ認めることが大切とのお話をいただき

ました。また、少子高齢化や仕事のあり方等、現在の社会状況を踏まえ

て、全ての方がこれからの人生を幸せに生きるために、私だからできる

こと、私にしかできないこと、自分自身も幸せでいられる「なりわい（社

会に価値を生むこと）」をやり続けることが大事であり、大人がイキイキ

と過ごす姿が子ども達を支え「すべてのこどもが未来に希望を持てる社

会」に繋がるとのメッセージをいただきました。 

（ご参加頂いた方の感想です）「良い学校」「良い職業」「良い社員」「良い母親」など、私も「良い○○」の

道をずっと歩んできましたが、何かちがうと気付き、いろいろ模索していました。「今生まれ変わっても遅

くない」という言葉に勇気付けられ、楽しく進みたいです。

エッセイ講座  

  開催日： 平成３０年９月７日（金）              

１３：３０～１５：３０ 

  場 所： 高砂市立図書館 

２階多目的スペース 

  講 師： 尾崎 美紀 氏（詩人・童話作家） 

 

 

講師に詩人・童話作家の尾崎美紀さんをお迎えし、自分

の感じたことや考えを文章で表現する面白さを学びまし

た。タイトルや最後の一文が伏せられた文章から、作者

のオリジナルを推測する課題に取り組みました。同じ文

章でも読み手によって受け取り方はさまざま、作者の思

いとは違う解釈も出てきました。 

（ご参加頂いた方の感想です）読者を想定して文章を書

くことを中心に、自分にしか書けない作品を生み出す極

意についてギュッとつまった講座でした。

 講演会 

報告 



中学生のための「デート DV防止講座」 
   

開催日： 平成３０年６月６日（水） 

  講 師： 杉山 裕子 氏 （NPO法人ウィメンズネット・こうべ） 

近藤 桂子 氏  （ 〃 ） 

  参加者： 宝殿中学校 3年生 205名 

 

開催日： 平成３０年７月１１日（水） 

  講 師： 三野 敬子 氏 （NPO法人ウィメンズネット・こうべ） 

杉山 裕子 氏  （ 〃 ） 

  参加者： 鹿島中学校 2年生 122名 

恋人同士など、親密な関係にある若者間の暴力のこと

を「デート DV」といいます。この世代に互いを尊重

できる交際を理解してもらうことは、大人になってか

らのDVを防ぐことにもなります。宝殿・鹿島両中学

校の生徒さんに、デートDVの関係と相手を尊重した

関係のふたつを寸劇で演じてもらい、対等な関係を築 

 

 

 

 

 

 

 

く大切さを学んでもらいました。男女の役を

入れ替えて演じた生徒さんは、DV の怖さを

より実感できたようでした。 

（生徒さんの感想です）実際に劇などを見て

暴力や束縛は怖いものだと改めて思いました。

人間は皆平等で対等だということがわかって

よかったです。相談できるところがあるのは

とても安心だと思いました。 

 

 

 

 

本庁舎 

市役所 正面 

男女共同参画センター 

【編集・発行】 高砂市男女共同参画センター 
〒676-8501 高砂市荒井町千鳥 1丁目 1番 1号  

高砂市役所西庁舎 4階 

 

Cocot Vol.２６（平成３１年２月発行） 

 

開室時間 月～金曜日 午前８時３０分～午後５時１５分 

（※祝日・年末年始は休み） 

： （０７９）４４３－９１３３ 

： （０７９）４４３－０００９ 

： cocot@city.takasago.ｌｇ.jp 

 

電 話 

Ｆ Ａ Ｘ 

E - M a i l 
【交通】 

山陽電鉄「伊保駅」より徒歩７分 

ＪＲ「宝殿駅」より車で１０分 

  

伊保駅 

法華山谷川 

伊保小学校 

高
砂
市
役
所 

旧浜国道 

女性が抱えるさまざまな悩みを女性問題カウンセ

ラーがあなたの気持ちにそってお聴きし、共に考

え、あなたが解決の一歩を踏み出せるようお手伝

いをします。 

 

女性の弁護士が、女性の抱えるさまざまな問題

について、法的手続き等の相談に応じます。 

【面接相談】 （予約制） 

【電話相談】 

月曜日～金曜日  

９時３０分～１２時 ／ １３時～１６時 

  （祝日、年末年始は休み） 

● ひとりで悩まずお電話ください  ●   

※相談はいずれも無料。秘密は厳守します。 相談専用電話 

079-443-9134 

【面接相談】 （予約制） 

  毎月第４月曜日 

  １３時～１６時 （１人３０分） 

  （第４月曜日が休日の場合は第４水曜日） 

 

 女性のためのこころの相談  女性のための法律相談 

※相談内容をまとめるために、事前に女性問題カウン

セラーによる「こころの相談」をお受けください。 

mailto:cocot@city.takasago.ｌｇ.jp

